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京都リサーチパークを街に見立てて実証
実験開始京都市下京区五条通りと七本松通りの南地区

に展開する京都リサーチパーク。この敷地内には約６ヘク
タールの土地に18棟の建物がある。古くは大阪ガスのタンク

があった場所だが、ガスタンクがなくなり大阪ガスが敷地を
有効活用する目的で子会社を設立し、現在ベンチャー企業
など約500社の企業が入居する一大ビジネスパークになっ

た。七本松通りの東地区と西地区に分かれ、南側は花屋町
通りに隣接する大規模企業集積地になった。

＜解説＞大阪ガスのタンクがなくなった時点で、この広大な敷地を
どう活用するか多くのプランがあった。マンションにする案なども有
力であったが、故堀場製作所の創業者である堀場雅彦氏の案で
企業集積地として活用することになった。以来、30年以上が経過し、
現在18棟の建物に500社が入居するビジネスパークに変身した。

この敷地内をひとつの「街」に見立てて、先端技術の実証実験を
するスペースに活用するプランが現実味を帯びている。企業オフィ
スや多くの人が集積していることと、限定されたエリアであることが
メリットになり、先端技術の社会実証実験が行いやすいという環境
が提供できる。現在、既に自動車の自動走行システムのデータの

収集や、温室効果ガスの排出量計測の実験が進行している。地区
内の就労人口は500社で約6000人に及ぶ。昨年の１月に公募要
領を策定し、現在11件のプロジェクトのエントリーがある。現在進

行中の案件は５件。前述の自動車の自動走行のデータ取得の実
証実験は自動車大手のスズキが自動運転を制御するインフラシス
テムの開発に取り組んでいる。交通量の多い五条通りに面してい
ることや、周辺に高い建物がない環境が実証実験に適している。
これ以外にも、人や車の移動ルートを追跡するシステムの開発を
進め、将来駐車場管理システムの開発に活かすことを検討してい
る。京都リサーチパークは建物、駐車場などのハード設備が揃い、

実験に協力できる技術者や研究者も多く存在する。社会実験
のフィールドとしての条件を備えており、ここまでの環境を一
定のエリアで提供できる場所は国内を探しても、そう多くはな
い。先端技術の開発に最適な立地、環境を提供できる「サイ
エンスパーク」としての魅力、付加価値を提供できるエリアとし
て、今後多くの実証実験場所として価値を高めることが期待さ
れている。惜しむべきは、少々足の便、アクセスが良くないこ
とか。JR丹波口駅からは近いが本数が少ない。五条通りは国
道９号線でバスの時間が不確かなのがたまにキズか。


